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グ
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μ
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回
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毎月 1日・ 16日発行

小正月行事の「どんど焼き」が、 1月18日、 豊殿小学校(児童数503人)で行われました。校庭には、全校児童が

それぞれにまゆ玉やモチを持って集まり、まず各クラス代表がみんなの前で 1年閉め決意を述べました。次に、

2か所にわた って高〈積まれた門松、しめ飾り、書き初めなどに火がつけられると どんど焼きも本番。子ども

たちは、焼きあがったまゆ玉やモチを口にほおばりながら、今年 1年の健康を願っていました。

交通渋滞を与える⑤・・・・・

市県民税 ・所得税の申告はお早めに・

冬の省エネルギ一対策・ー

日ン

日ン

一ン

一
一
一

ペ

ペ

ペ

凋品
y

p

h

d

p

o

q
4
 

市民の動き 11 ~I 
( 1月1日現在)

ま念人口 114，109人 (十119) おi

男 55.508人 (+ 64) いま1

女 58，601人 (十 55) 内実l

世帯数 34，881世情 (+ 28) 

( )内は前月比です、 t 

主な内 容

お知らせ・ ・・・ ・・・ ・ーーー・・・・・ ・・ ーー・・・・・ ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .••.• 7 ~9 ペー ジ

おくやみ・・・・・・・・・・・........................ー・・・・・・・・・・・ ・・ー・・・・・・....10ペー ジ
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突通渋滞を考える⑤

えつ広報880号一

交通渋滞解消(緩和〉に4方策案決定
一上田市交通渋滞対策会議小委員会-

マ

イ

カ

ー

を

減

Zう
民 ...  圃園面晶剛 揖叫

1月げ日開催された上田市交通渋滞対策会議小委員会

|ける
たら

凶符) (WJ 

.:___j一一一一一一」ーー

己 m

47 

査結果よ 1)¥

上
岡
市
交
通
渋
滞

対
策
会
議
と
は

上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
は
、
昨

年
九
月
十
日
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、

公
共
交
通
機
関
、
行
政
機
関
の
三
十
四

団
体
・
機
関
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
現

上
田
市
の
交
通
渋
滞
解
消
(
緩
和
)

事
業
の
推
進
母
体
で
あ
る
「
上
田
市
交

通
渋
滞
対
策
会
議
」
(
会
長
・
小
山
商
工

会
議
所
会
頭
)
は、

一
月
十
七
日
、
同

小
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

先
に
市
の
交
通
渋
滞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
調
査
・
研
究
の
う
え
、
約
九

O

%
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
渋
滞
の
影
響

を
受
け
て
い
る
事
実
(
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
)
を
も
と
に
「
今
の
う
ち
に
何
ら
か

の
対
策
を
打
つ
べ
き
だ
」
八
九
・
九
%
、

「
交
通
渋
滞
解
消
(
緩
和
)
策
が
市
民

運
動
化
さ
れ
た
場
合
、
協
力
で
き
る
」

七
七

・
四
%
、
な
ど
の
マ
イ
カ
ー
通
勤

者
の
指
向
を
踏
ま
え
策
定
し
た
「
交
通

渋
滞
解
消
策
」
に
つ
い
て
検
討
を
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
①
時
差
出
勤
の
実
施
、

②
ノ
l
カ
|
デ
ー
の
実
地
、
③
マ
イ
カ

ー
か
ら
二
輪
山
十
(
内
転
車
・
バ
イ
ク
)

へ
の
乗
り
換
、
ぇ
、
④
マ
イ
カ
ー
か
ら
公

共
交
通
協
同
問
問
へ
の
来
リ
換
‘
ぇ
、
の
四
つ

イ
カ

l
数
の
-
一
割
)
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
渋
滞
解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
問
つ
の
交
通
渋
滞
解
消
(
緩

刊
二
院
記
円
院
い
相
仙
川
げ
慎
施
方
法

状
道
路
網
の
中
で
、
い
か
に
交
通
渋
滞

の
解
消
(
緩
和
)
を
図
る
か
を
研
究
、

協
議
し
て
具
体
策
を
策
定
し
、
市
民
生

活
の
安
定
を
図
り
住
み
よ
い
街
、
っ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
小
委
員
会
は
、
こ
の
う
ち
十
三
団
体

・

行
政
機
関
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。中

す
る
マ
イ
カ
ー
を
分
散
あ
る
い
は
減

少
さ
せ
、
渋
滞
解
消
(
緩
和
)
を
図
っ

て
行
く
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

市
の
交
通
渋
滞
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
行
っ
た
通
過
交
通
量
調
笠
で

は
、
通
勤
時
間
管
(
午
前
七
時
か
ら
九

時
)
の
二
時
間
に
市
街
地
へ
流
入
す
る

マ
イ
カ
ー
数
は
、
平
日
で
一
万
百
台
、

土
曜
日
で
九
千
百
二
台
と
な
っ
て
お
り
、

土
曜
日
で
は
約
千
台
の
マ
イ
カ
ー
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
マ
イ
カ
ー
通

勤
者
の
交
通
渋
滞
に
関
す
る
意
識
調
宣

結
果
で
は
、
「
平
日
と
比
べ
て
土
曜
日
の

通
勤
時
間
借
は
渋
滞
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
た
人
が
全
体
の
七
五
・
一
%
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
に

よ
る
所
要
時
間
調
査
に
お
い
て
も
、
土

曜
日
は
畳
間
時
の
所
要
時
間
調
査
結
果

に
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
平
日
内
通
勤

時
間
に
お
け
る
マ
イ
カ
殺
を
土
問
自

の
体
帆
姥
引
に
肝
、づ
け
る
、
、

t
か
目
時
ー
と
な

背
景
・
板
拠
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- ? 軍司置彊・交通渋滞解消(緩和)のために

rバイク・自転車の撮り換えに

協力できるJ

だ

0，，， 
b 

168社

えつー (3)一一一一 昭和58年2月1日 広 報

-? 7 7  1 

マイカ一通勤者の蛤*時亥IJ

(上小地域交通問題慾話会調1i:結果よ り)

渋滞を解消するには、道路整備も当然必要ですが、多くの費用と時聞がかかり増え続ける

マイカーに追いっけない現状です。 そこで渋滞をやわらげる「当面の対策J をとると したら

現状の道路網のなかで、次のうちあなたは、どんな方法を取るべきだと思いますか。(後数[nJI'~ J 

100 200 300 400 500 600 700 800 

e彊・
f干

900 

パス・屯卓をも っと{足利にすして、通勤 .J凶さず・にはノ〈
ス・電車を利用するように る。

いろいろなノーカー運動や時差出動の方法で交通の
ijf~れを分散させる。

近機距離の7 イカ一通勤つを原つ則的に禁止し、 他の交通
関を利用してもら よ 市民運動をおこなう 。

7 イカーの相乗り通勤をすすめ、市民運動として交

通量を減らす。

右左折の祭止など f!~察の交通規制を強め、交通の流
れを単純化する。

ノ〈イク・自転卓の手IJ用を呼びかけ、市民運動化して

渋滞をやわらげる。

上田僑をパスY}.j[用、市井lを通勤者専用とし、赤坂交
差点で分離する。

朝の通勤H寺間借止に思いき って一人乗りマイカーの市
街地進入を祭する。

郊外へマイカ一馬ie卓坊対策を造って、そこからパスで市 亡コ 95街地へ行けるような をおこなう 。

その他 (7 イカ一通勤者の交通渋滞に関する意識調査結果よリ )

イ
カ
!
数
の
一
一
割
)
減
少
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
渋
滞
解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

次
に
、

四
つ
の
交
通
渋
滞
解
消

(緩

和
)
策
の
北
同
日
以
・
出
拠
及
び
実
施
方
法

は
次
の
と
お
り
で
す
。

時

勤

差

出

背
景
・
根
拠

O
午
前
八
時
か
ら
八
時
三
十
分
に
始
業

時
刻
と
し
て
い
る
事
業
所
が
八
O
%

以
上
を
占
め
る

(
グ
ラ
フ

1
参
照
)

た
め
、
マ

イ
カ
ー
通
勤
者
が
集
中
し

て
l
v±

そっ
。

O
当
面
の
対
策
と
し
て
、
時
差
出
勤
を

挙
げ
た
人
が
多

い
。
(表

1
参
照
)

O
事
業
所
の
経
営
体
制
や
業
種
に
よ
っ

て
は
時
差
出
勤
を
す
る
こ
と
が
む
ず

か
し
い

問
題
も
あ
る
が
、
事
業
所
な

ど
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
通
勤
の
実
態

調
査
結
果
か
ら
、
「
時
差
出
勤
に
協
力

で
き
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所
が
四

丘
・
八
%
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
の

協
力
は
得
ら
れ
る
と
判
断
で
き
る
。

実
施
方
法

O
事
業
所
の
始
業
時
刻
を
繰
り
上
げ
ま

た
は
繰
り
下
げ
て
、
各
事
業
所
の
マ

イ
カ
ー
通
勤
者
が
渋
滞
時
間
帯
を
避

け
て
通
勤
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

O
事
業
所
内
で
従
業
員
を
分
け
て
時
差

出
勤
す
る
方
法
と
、
事
業
所
単
位
で

時
差
出
勤
を
す
る
方
法
が
あ
る
が
、

各
事
業
所
で
可
能
な
方
法
を
推
進
す

る。

ノ
ー
ー
カ

1
l
デ

ー
ー

背
景
・
根
拠

O

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の
四
六
・
六
%
が
、

「
現
作
の
パ
ス
や
屯
ド
阜
の
運
行
状
況

で
も
、
マ
イ
カ
ー
を
使
わ
ず
に
通
動

し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
る
」
と
回
答

し
て
い

る
。

O
当
面
の
対
策
と
し
て
、
ノ
ー
ヵ

l
運
動

を
挙
げ
た
入
が
多
い
。
(表

1
参
照
)

実
施
方
法

O

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
、
十
日
に
一
度

ノ
l
カ
l
デ
ー
を
実
施
す
る
。
(
平
日

の
マ
イ
カ
ー
台
数
を
一
割
減
ら
す
)

O
平
均
し
て
マ
イ
カ
ー
台
数
を
減
少
さ

せ
る
た
め
、
事
業
所
内
で
マ
イ
カ
ー

通
勤
の
従
業
員
を
十
班
に
分
け
て
輪

番
制
で
実
施
す
る
。

O
各
事
業
所
単
位
で
曜
日
を
決
め
て
実

地
す
る
。

二
輪
車
へ

乗

り

換

え

。〉

背
景
・
根
拠

O

「
バ
イ
ク

・
自
転
車
の
乗
り
換
え
に

協
力
で
き
る
」
と
回
答
し
た
事
業
所

が
、
市
街
地
の
卒
業
所
の
九
二
%
を

占
め
て
い
る
。
(
グ
ラ
フ

2
参
照
)

O
当
面
の
対
策
と
し
て
、
バ
イ
ク

・
自

転
車
の
利
用
を
挙
げ
る
人
が
多
い
。

(表
1
参
照
)
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O

二
倫
中
へ
の
来
り
倹
え
に
よ
り
省
エ

ネ
に
も
つ
な
が
る
。

実
施
方
法

O
全
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
乗
り
換
え
を

推
進
す
る
こ
と
を
原
則
に
す
る
が
、

特
に
、
通
勤
距
離
四
キ
ロ
灯
未
満
の

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に
推
進
す
る
。

(
四
キ
ロ
川
の
似
拠
・
:
自
転
車
で
通

常
走
行
し
て
十
丘
分
程
度
で
通
勤
で

き
る
距
離
で
あ
り
、
平
常
の
人
な
ら

そ
れ
ほ
ど
苦
労
な
く
通
勤
で
き
る
範

囲
と
い
、
え
る
)

え

公
共
交
通
機
関
へ
の

乗
り
換
え

つ
背
景
・
根
拠

O
当
面
の
対
策
と
し
て
、
パ
ス
・
電
車

の
利
用
が
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
(
表

1
参
照
)

O

「
現
在
の
パ
ス
や
電
車
の
運
行
状
況

で
も
、
マ
イ
カ
ー
を
使
わ
ず
に
通
勤

で
き
る
」
と
回
答
し
た
人
が
四
六
・

六
%
あ
る
。

実
施
方
法

O
現
状
の
公
共
交
通
機
関
で
は
困
難
な

面
も
あ
る
の
で
、
次
の
改
善
を
関
係

機
関
に
お
願
い
し
な
が
ら
推
進
し
て

①
競
合
パ
ス
路
線
の
運
行
の
調
笠
・
:

現
必
パ
ス
会
社
で
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

品川町
M

ハ

t
白

f
s
a早
丹
峰
弔
m吃
白
白
ハ

1
A品

g

“E

広 報

で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
あ
ヘ

リ
、
こ
れ
を
も
と
に
対
応
し
て
い
ヘ

く
方
針
で
す
。

③
パ
ス
・
電
車
の
接
続
の
改
善
:
・
現
ヘ

在
、
見
直
し
を
し
て
い
る
最
中
で
ヘ

す
。

④
共
通
乗
車
券
の
発
行
及
び
運
賃
の
へ

見
直
し
:
・
現
在
、
上
回

l
大
屋
間
へ

で
三
社
で
共
通
方
式
を
や
っ
て
い
へ

ま
す
が
、
さ
ら
に
、
で
き
る
も
の
へ

か
ら
や
っ
て
い
く
方
針
で
す
。
川
最
近
、
か
ゆ
い
皮
膚
病
で
悩
ん
で
い

⑤
パ
ス
路
線
の
新
設
・
:
ワ
ン
マ
ン
運
へ
る
人
が
、
た
い
へ
ん
多
く
な
っ
て
き
て

行
で
き
る
条
件
、
停
留
所
の
確
保
へ
い
ま
す
。

な
ど
む
ず
か
し
い
面
も
あ
り
ま
す
へ
皮
膚
の
病
気
も
原
因
は
い
ろ
い
ろ
で

が
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
へ
す
が
、
偏
っ
た
食
事
や
過
食
、
そ
し
て

て

い

ま

す

。

へ

ス

ト

レ

ス

疲

労

な

ど

に

よ

っ

て

腸

の

せ
勺

川
消
化
、
版
収
、
排
池
と
い
う
働
き
が
悪

以
上
の
四
つ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
川
く
な
り
、
消
化
異
常
、
吸
収
異
常
、
便

マ
イ
カ
ー
通
勤
者
、
事
業
所
に
よ
っ
て
へ
通
異
常
な
ど
を
お
こ
す
こ
と
が
、
原
因

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
の
で
、
方
策
川
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

を
指
定
し
て
し
ま
わ
な
い
で
実
施
可
能
川
ま
す
。
偏
っ
た
食
事
や
過
食
に
な
ら
な

な
方
法
で
協
力
を
お
願
い
し
、
通
勤
時
へ
い
た
め
に
は
、
や
は
り
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

間
管
に
集
中
す
る
マ
イ
カ
ー
の
台
数
を
へ
食
事
を
か
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
、

減
少
さ
せ
、
渋
滞
解
消
(
緩
和
)
を
図
へ
腹
八
分
目
。
に
食
べ
る
こ
と
で
す
。

っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
小
委
員
会
で
決
定
し
た
案
川

を
上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会
議
総
会
に
川

諮
り
、
了
承
を
得
た
う
、
え
で
各
事
業
所
川

に
協
力
依
頼
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
へ

て
、
実
施
可
能
な
方
策
を
決
定
し
て
も
川

ら
っ
て
平
日
の
マ
イ
カ
ー
台
数
が
平
均
川

し
て
減
少
す
る
よ
う
調
箆
を
し
、
四
月
川

を
目
途
に
市
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
州

い
J
t
z
j
h
正
4
L
十
1

市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
お
早
め
に

か
ゆ
い
皮
膚
病

バ
ラ
ン
ス
の
ト
ふ
い

食
事
を
と
る
ポ
イ
ン
ト

1
、
た
ん
ぱ
く
質
は
、
動
物
性
と
植
物

性
を
一
対
一
で

1
例
え
ば
、
肉
と
豆

腐
な
ど
。

2
、
野
菜
は
、
緑
黄
色
野
菜
を
中
心
に

た
っ
ぷ
り
と

1
ニ
ン
ジ
ン
、
小
松
菜
、

頃
守

F
-

傘
立

V
性

副

州

、

み

巾
m
i
l
l
L
Y

町
ノ
仕
切
干

ιrA'
い
FI、
。

3
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
小
魚
、
海
草

を
H
H
小
魚
は
、
頭
か
ら
丸
ご
と
食
べ

る。
4
、
ご
は
ん
は
、
肌
芽
米
や
七
分
づ
き

米
を

1
ビ
タ
ミ
ン
R
叫
が
、
精
白
米
の

二
倍
以
上
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

5
、
油
類
は
、
新
鮮
な
植
物
性
油
に

l

植
物
油
は
封
を
切
っ
た
ら
冷
暗
所
に

保
存
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
使
う
。

6
、
間
食
は
、
手
作
り
の
も
の
や
果
物

類
を
少
量
に
。

日
常
生
活
の

注
立
思
占
…

ー
、
皮
膚
を
守
り
過
さ
な
い
よ
う
、
薄

着
を
心
が
け
る
。

2
、
合
成
繊
維
や
毛
の
下
着
は
避
け
る
。

3
、
イ
ラ
イ
ラ
、
心
配
、
悩
み
な
ど
を

早
く
解
決
す
る
よ
う
に
す
る
。

4
、
努
め
て
お
ふ
ろ
に
入
り
、
皮
膚
を

泊
潔
に
す
る
。

5
、
石
け
ん
は
刺
激
の
少
な
い
も
の
を

z
e
w
y
‘
e
r
'
I
l
I、
み
庁
内
h
Hド

u
w
S
R
I
-
F

6

ご
し
ご
し
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し
、

お
ふ
ろ
か
ら
あ
が
っ
た
ら
汗
を
よ
く

ふ
く
。
汗
が
止
ま
っ
て
か
ら
軟
こ
う

を
ぬ
り
、
服
を
着
る
。

7
、
下
着
や
シ
ー
ツ
は
毎
日
取
り
替
え

る。
8
、
毛
布
に
は
カ
バ
ー
を
か
け
る
。

9
、
爪
は
短
〈
切
り
、
皮
膚
を
か
き
こ

わ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

根
気
よ
く

治
療
を
続
け
る

皮
膚
の
病
気
は
、
治
る
ま
で
に
長
い

時
聞
が
か
か
る
も
の
、
ま
た
症
状
が
よ

く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
く
り
返
す

も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
主
治
医
の

指
示
に
従
い
、
根
気
よ
く
治
療
を
続
け

る
と
と
も
に
、
前
記
の
よ
う
な
食
事
や

日
常
生
活
に
お
い
て
の
細
か
な
注
意
も

と
て
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
皮
膚
の
病
気
は
た
い
へ
ん
数

も
多
く
、
原
因
や
治
療
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。
素
人
判
断
で
治
療
を
せ
ず
に

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

か
ゆ
み
の
な
い
皮
膚
の
病
気
や
、
ひ
ど

く
な
っ
て
痛
み
の
で
て
く
る
皮
膚
の
病

気
の
中
に
は
、
放
っ
て
お
く
と
内
臓
や

体
全
体
に
影
響
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皮
膚
の
症
状
の
ほ
か
に
体
の
症

状
が
で
て
き
た
よ
う
な
と
き
は
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
4
f
。
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市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
お
早
め
に

2
月
間
川
日
制

i
3月
日
日
制

ヘ
市
民
税
課
市
民
税
第
一
係

F
E
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
1
・2
3
2

今
年
も
市
県
民
税
・
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
中
の
収
入

金
額
と
必
要
経
費
を
計
算
し
て
、
二
月

十
六
日
附
か
ら
三
月
十
五
日
附
ま
で
の

聞
に
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

例
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
て
長
い

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
済
ま
せ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

無
申
告
や
期
限
後
の
申
告
の
場
合
は
、

加
算
税
が
つ
い
た
り
し
て
余
分
の
御
負

だえつー (5)一一一一 昭和58年 2月1日 広 報

有
線
②
0
6
1
1
)

担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
は

必
ず
申
告
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
特
に
御

注
意
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
て
あ
り

ま
す
「
昭
和
五
十
八
年
度
市
県
民
税
の

申
告
に
つ
い
て
」
「
昭
和
五
十
八
年
度

市
県
民
税
申
告
書
」
の
内
容
を
御
覧
い

た
だ
き
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
の
書
類
は
、
各
世
帝
へ
一
部
あ
て

お
届
け
し
ま
し
た
が
、
一
世
帯
で
二
人

以
上
の
申
告
者
が
い
て
不
足
す
る
場
合

な
ど
は
、
お
手
数
で
も
市
役
所
市
民
税

課
ま
た
は
市
役
所
各
支
所
窓
口
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
は
、
一

つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の

人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
市

役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
む
人
で
す
。
こ
の
ほ
か
の
人
は
、
所

得
の
多
少
に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で

納税申告出張受付日程表

名 | 会区

下本郷、東3i加、五1m、中
|塩 田

聖子、上本郷、学海南、学海北

2月17日(村

l且l
玉玉乙

2月16日(本)

2月18日ゆ城|農村環境改善センター

上小島、 下小島、保野、舞

困、八木沢

皇、殿

す
。
例
、
え
ば
、
二
つ
以
上
の
事
業
所
か

ら
給
与
を
受
け
て
い
る
入
、
給
与
の
ほ

か
に
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
、
給
与
な
ど
の
ほ
か
に
農
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

受 付日名

A、
ヱエ

出
張
相
談
会
場
を

御
利
用
く
だ
さ
い

場

解放

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考
慮

し
て
、
右
表
の
日
程
で
出
張
相
談
を
行

い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、
各
会
場
と

も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
で
す
。 山

巴・79

2月21日(1))

2月21日(1))

2月22日(刈

2月22日(刈

2月23日附

2月23日(l}q

郷、

2月24日(村

2月24日(柑

所

間

れ|室釘生活改善センター

民

支

A 
2三

ム
2ス

民

民

r.-.. 
A 

下

民

公

染

公

町

区

~Ií 

城

子

辺

回

桜|下之

下|農協

泉|小泉

平井寺、鈴子、平!神、仰?j(!鈴

倉|相

回|泉

辺什11

之

所、野

下

泉

城

宏
ニ2ニ

月Ij

JII 

こ
の
出
張
会
場
で
申
告
で
き
な
か
っ
た

人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
期
間
中
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

(
土
曜
日
は
午
前
中
)
の
聞
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
五
十
七
年
中
の
一
年
間
に
得
た

す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し
た
所

得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で

す
で
に
納
め
た
税
金
と
比
べ
て
、
過
不

足
を
精
算
す
る
手
続
き
が
確
定
申
告
で

す
。次

の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
の
で
、
上
国
税
務
署
ま
た
は
市
役

2月25日幽

尻|塩尻地区公民館!3月7日付j)

※受付時間は、午前 9時30分から午後 4時までてす

里|市役所川西支所

所Ji JII 神川|農協

回 |手

十人、塩田新町、東前山!iJS

山、手塚、山

組、中

円リ

浦

神

西

下

神

所
市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
、
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

二
、
給
与
所
得
の
ほ
か
に
配
当
、
家
賃
、

営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど
の
所
得

金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
の
相
談
会
場
も
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
確
定

申
告
用
紙
は
税
務
署
か
ら
郵
送
し
て
あ

り
ま
す
が
、
確
定
申
告
が
必
要
な
人
で

用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
、
上
国
税
務

署
ま
た
は
市
役
所
市
民
税
課
の
窓
口
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

I孟
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冬の省エネルギー対策

えつ広報

2月は省エネルギー月間

室
温
は
同
度
に

部
屋
着
を
少
し
厚
目
に
し
て
、
部
屋

め
温
度
は
十
八
度
以
上
に
し
な
い
こ
と

を
目
安
に
、
こ
ま
め
な
温
度
調
節
を
し

ま
し
ょ
う
。
暖
房
温
度
を
一
度
下
げ
れ

ば
、
燃
料
授
は
約
一
割
節
約
で
き
ま
す
。

部
屋
の
保
温
を

暖
房
機
器
の

使
用
方
法
に
工
夫
を

岐
房
機
器
を
使
う
場
合
に
は
、
部
屋

の
用
途
や
大
き
さ
、
使
う
人
に
合
わ
せ

た
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
し
、
不
要
な

部
屋
を
院
房
し
な
い
よ
7

に
し
ま
し
ょ

ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
焼
部
分
の

手
入
れ
や
反
射
型
の
も
の
は
反
射
板
を

み
が
く
こ
と
に
よ
り
、
効
率
よ
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
使
え
ま
す
。

電
気
こ
た
つ
の

上
手
な
使
用
を

電
気
こ
た
つ
は
、
局
部
的
な
暖
房
一
と

し
て
効
率
的
で
す
。
こ
た
つ
敷
き
や
厚

手
の
こ
た
つ
掛
け
を
用
い
る
こ
と
、
適

当
な
温
度
設
定
を
す
る
こ
と
、
使
用
し

な
い
と
き
に
は
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に

切
る
こ
と
に
よ
り
、
む
だ
な
く
効
率
的

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

太

陽

の

恵

み

を

湯
沸
器
の

使
用
方
法
に

工
夫
を

に
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
面
か
ら
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
お

湯
を
流
し
っ
放
し
に
し
な
い
よ
う
必
要
な

分
は
容
器
に
取
っ
て
使
う
な
ど
し
て
、

む
だ
な
く
効
率
的
に
お
湯
を
使
い
ま
し

ょ、つ。お
ふ
ろ
は

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う

冬
は
、
お
ふ
ろ
が
冷
め
や
す
い
の
で
、

沸
い
た
ら
家
族
が
次
々
と
入
浴
す
る
よ
う

効
率
的
に
お
ふ
ろ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
洗
濯
に
は
、
残
り
湯
を
有
効
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

住
宅
に

断
熱
材
の
使
用
を

一
Il
-
-
-
|
一
六
市
役
所
商
工
謀

計
量
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
暁
房
費
は
、
半

分
程
度
も
節
約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
既

存
住
宅
で
も
、
天
井
裏
に
断
熱
材
を
使

用
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

マ
イ
カ
ー
の

利
用
に
工
夫
を

家
族
で
行
楽
な
ど
の
と
き
は
、
努
め

て
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
自
粛
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
マ
イ
カ
ー
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
節
約
運
転
を
チ
ェ

ッ

ク
す
る
意
味
で
、
給
油
の
た
び
に
燃
費

計
算
を
心
が
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

家
庭
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を

日
ご
ろ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
努
力
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
意
味
で
、
我
が
家
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
家
計
簿
を
つ
け
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

月
別
の
グ
ラ
フ
に
し
て
み
る
と
、
家
族

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
努
力
が
確
認
で
き
ま

す
。

宅
二
十
四
戸

入
居
資
格

O
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
が
あ
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だ

市
職
員
を
募
集

え

ー
消
防
職
員

業
務
員
庁
務
員

給
食
員
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〈
資
格
〉

O
消
防
戦
只
H

昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

O
業
務
員
・
庁
務
員
H

昭
和
二
十
八
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

O
給
食
只
H

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

た
だ
し
、
ど
の
職
種
も
昭
和
五
十
八
年

一
月
一
日
現
在
上
田
市
民
で
あ
る
人
、

ま
た
は
勉
学
な
ど
の
た
め
一
時
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
る
が
家
族
は
上
田
市
民

部
屋
を
暖
房
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

内，

ま

市

示

受

れ

ら

を

わ
か
は
関

行

校

で

観

ガ

学

前

の

式

申

所

)

初

1
役

右

出
第
市
て

院
山

つ

消
は
し
か

の
ん
進

向

例

さ

行

央

恒

皆

中

中

、
の

市
真

日
買
で
写

旬

団

ま

(

た

月

。
館

長
し

7
た

会

市

ま

し

民

野

け

で
あ
る
人

〈
試
験
日
な
ど
v

マ
二
月
二
十
四
日
附
H

教
養
試
験

(
消

防
職
員
の
み
)
、

体
力
検
査

マ
二
月
二
十
五
日
例

1
面
接
、
作
文

〈
人
口
貝
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

O
申
込
書

(市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま

す
)

O
履
歴
書

(市
役
所
総
務
課
に
あ
る
も

の
を
使
用
)

O
住
民
票
抄
本
ま
た
は
家
族
の
住
民
票

謄
本

O
健
康
診
断
書
(
原
則
と
し
て
公
立
医

療
機
関
で
受
診
し
た
も
の
)

O
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

O
最
終
学
校
成
績
証
明
書
(
消
防
職
員

の
み
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

一一
月
四
日
幽
か
ら
二
月
十
九
日
出
ま

耳
鳴
問
問

E
岬
ゐ
仰
嬰
帥
の
口
必
川
、

4、
つ

凶

り

つ

紡

収

1v

で
に
、
市
役
所
三
階
総
務
課
職
員
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
き
い
。

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
各
種
の
デ

l
タ
ー
や
意
見
、

苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
計
量
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
:
・
食
料
品
関
係
の
販
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ
に
携

わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の
主
婦

で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い
人

職
務
内
容
・
:
指
定
す
る
期
間
内

(
六
月

と
十
一
月
の
二
か
月
)
に
購
入
し
た

商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、
日
誌
に
-
記

入
し
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
期
限
:
・
三
月
三
十
一

日
同

謝
礼
:
・
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査
用

は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お
書

き
の
う
、ぇ
、
〒

3
8
6

市
内
大
手

〉) 新
し
〈
住
宅
を
建
て
る
、
ま
た
は
情

改
築
を
す
る
場
合
に
は
、
断
熱
付

j
j

一
1

一一

l
一
六
市
役
所
高
同
工
謀

計
量
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
(
古
里
団
地
)

入
居
者
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

昭
和
五
十
七
年
度
建
設
分
、
市
営
住

宅
古
里
団
地
(
笹
井
)
の
新
規
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
御

希
望
の
人
は
、
三
月
一
日

ωか
ら
三
月

十
日
附
ま
で
に
市
役
所
管
理
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・
:
市
営
古
里
団
地
第
一
種
住

寸
宅
♂
戸
斗

1
m凶
d

ロF

入
居
資
格

O
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
が
あ

る
人
で
、
住
宅
に
因
っ
て
い
る
人

O
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
人

O
市
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る
人

(
例
、
え
ば
、
給
与
所
得
者
で
扶
養
親

族
一
人
の
場
合
、
年
間
収
入
二
百
十

二
万
二
千
円
以
上
三
百
四
万
一
円
以

下
)

※
同
団
地
は
、
単
身
入
居
者
の
申
込
は

で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
日
時
・
場
所
・
:
三
月
二
十
三
日
附

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
市
役
所
本

庁
舎
六
階
大
会
議
室

①
船
凍
イ
カ

こ
は
い
四
百
円

②
J
新
物
一
等
品
。
た
ら
子

百
グ
ラ
ム
三
百
五
十
円

③
ち
く
わ

一
袋
(
二
本
入
り
)
七
十
五
円

い
ず
れ
も
特
価

毎
月
十
五
日

鮮
魚
産
直
デ

l

第43回産直デー

2月15日(火)

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>

協

力

底

上田市

産直委員会

※
、
」
の
旗
の
あ
る
産
直
協
力
庖
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。
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今
月
は
児
童
手
当
と

特
例
給
付
の
支
払
い
月

児
責
保
育
篠

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
8
3

今
月
は
、
児
童
手
当
と
特
例
給
付
を

お
支
払
い
し
ま
す
。
受
給
し
て
い
る
方

は
、
指
定
の
金
融
機
関
口
座
で
入
金
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

支
払
い
日
・:
二
月
十
五
日

ω

支
払
い
区
分
:
・
昭
和
五
十
七
年
十
月
分

か
ら
五
十
八
年

一
月
分
ま
で

受
給
資
格
・
:
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上

(う
ち
中
学
校
卒
業
前
を

一

人
以
上
)
養
育
し
て
い
る
方
は
、
前

年
の
所
得
が
一
定
の
限
皮
肉
な
ら
ば

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
特
例
給
付
受
給
者
は
被
用
者
に

限
り
ま
す
の
で
、
会
社
を
退
職
し
た
り

し
て
厚
生
年
金
な
ど
を
脱
返
し
た
場
合

に
は
、

必
ず
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

えつ広報

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り
御
提
出

く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
・
:
二
月
一
日

ωか
ら
同
二
十

八
白
川
。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま

す
と
、
市
の
規
制
に
よ
り
資
格
審
査

を
し
、
見
積
参
加
業
者
名
簿
に
掲
載

し
ま
す
。

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
:
・
管
財
課

(
市
役
所
本
庁
舎
三
階
)

必
要
書
類

:
①
見
積
参
加
願

②

営

業

概

要

調

書

③

事

業

経

歴

書

④

納

税
証
明
書
(
事
業
税
、

市
町
村
民
税
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)
の
各

一
通用

紙
は
管
財
課
に
あ
り
ま
す
。

長
野
県
学
生
寮
の

入
寮
者
を
募
集

長
野
県
学
生
寮
事
務
局

宮

0
2
6
2
@
G
I
-
-内
線
7
5
5

崎
玉
県
浦
和
市
に
あ
る
長
野
県
学
生

寮
で
は
、
次
に
よ
り
昭
和
五
十
八
年
度

の
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
男
子
で
、
四
年
制
以
上
の

大
学
に
昭
和
五
十
八
年
度
新
入
す
る

人
五
十
人
組
度
、
各
種
専
門
学
校
生

な
ど
若
干
人

ー
〈
唖
然
倒
間
同
剛

・

m凹
存

T
N
Mm
肉
円
、
ゎ

~υた
l
」
体
時
世
宋

年岡町
m
キ
h
E
L
7
9
・

:ι
は
で
き
L
S
せ
ん
。

に
要
す
る
費
用
に
あ
て
よ
う
と
す
る

も
の
は
除
き
ま
す
。

交
付
部
門
・
・
助
成
金
は
、
次
の
三
部
門

に
区
別
し
て
交
付
し
ま
す
。

し
て
、
父
兄
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

人
が
長
野
県
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
)
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
。
①
学
生
寮
か
ら
通

学
で
き
る
地
域
内
の
大
学

・
各
種
専

門
学
校
(短
大
を
含
む
)
、
も
し
く
は

大
学
予
備
校
に
昭
和
五
十
八
年
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
現

に
在
学
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
夜

間
学
生
は
除
く
。
②
父
兄
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
人
が
、
寮
費
お
よ
び
諸

経
費
の
支
払
い
が
で
き
る

こ
と
。
③

確
実
な
保
証
人
二
人
を
有
す
る
人
。

④
人
物
が
良
好
で
、
共
同
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
人
。

申
込
手
続
・
:
入
寮
希
望
者
は
、
申
込
書

類
を

「
〒
3
8
0

長
野
市
大
字
南

長
野
字
幅
下
六
九
二
の
二
長
野
県

住
宅
部
住
宅
課
内

財
団
法
人
長
野

県
学
生
寮
事
務
局
」
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

同
事
務
局

か
、
上
小
地
方
事
務
所
建
築
課
に
あ

り
ま
す
。

申
込
期
間
:
・
二
月
十
四
日
川
か
ら
二
月

二
十
八
日

ωま
で

東
信
地
区
労
働
問
題

専
門
講
座
に
御
参
加
を

東
I I fi信
~ I⑮労
~ I T i攻
a I 6事
利 2務
引 9所

いそ
。の

手
続
き
を
し
て
お

て

き

働
協
会
、
日
本
労
働
協
会
と
共
催
で
、

次
の
と
お
り
来
信
地
区
労
働
問
題
専
門

講
座
を
聞
き
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
、
ぇ
、
大
勢
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と

8
:
二
月
十
七
日
附

と
こ
ろ
・
:
働
く
婦
人
の
家

時 間 科 目 議 師

第 午1後H寺 日本総合システム

30分 「技術革新と 研究所

l 
中小企業の対応」

理}J';長

音E 3時30分
里見宣男さん

第 午後

2 
6時 r83春闘情勢と fil-B;日命新"見|1iH2U 

今後の課題」 {中 衛さん
音B 8時

受
講
料
・
・
・
無
料

申
込
方
法
・
:
二
月
十
日
附
ま
で
に
、
電

話
で
東
信
労
政
事
務
所
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

長
野
西
高
通
信
制
の

生
徒
を
募
集

長
野
西
高
等
学
校

8
0
2
6
2
⑩
2
2
6
1
 

長
野
西
高
等
学
校
で
は
、
肯
同
古
干
の
資

1
1
h川
、

t
t
t
L
t
t
t

普
通
扱
い
の
郵
便
物
に
優
先
し
て
輸

送
や
配
達
を
し
ま
す
の
で
、

お
急
ぎ
の

郵
便
物
に
最
適
で
す
。

な
お
、
配
達
局
か
ら
遠
い
地
域
な
ど

い
な
と
の
人
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り

通
信
制
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
小
さ

な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、

託
児
室
も
あ
り
ま
す
。

入
学
資
格
:
・中
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人
な
ら

ば
、
年
齢
、
性
別
を
聞
い
ま
せ
ん
。

願
書
受
付
期
限
・・・
四
月
九
日

ω

申
込
方
法
・
・
・
入
学
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

願
書
な
ど
を
御
希
望
の
方
は
、
六
十

円
切
手
を
同
封
の
う
え
次
の
と
こ
ろ

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
3
8
0

長
野
市
和
出
水
一
四
五

五
|
二

長

野

西
高
等
学
校

振
替
納
税
の

御
利
用
を

市
税
及
び
所
得
税
の
便
利
な
納
税
の

方
法
と
し
て
、
振
替
納
税
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
銀
行

な
ど
の
飢
金
口
座
か
ら
振
倖
に
よ

っ
て

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
た

い
へ
ん
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ

さ
い
。
方
法
は
、
岡
山
金
先
の
金
融
機
関

(所
得
税
の
場
合
は
、
金
融
機
関
ま
た

は
税
務
害
)
に
、
「
似
金
口
座
振
符
依
頼

書」

(所
得
悦
の
場
合
は
、
こ
の
ほ
か
「
納

付
K
H
送
付
砂
川
釦
m
h
U
L
J
V必
要
」

4
d
E山

工
科
十
名
、
義
肢
装
具
科
ト
名
、
品
叩

装
料
二
十
名
、
事
務
科
十
五
名
、
和

文
タ
イ
プ
製
版
科
十
名
、
ポ
ザ
兵
MWHLY

科
十
名
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助
成
し
ま
す

長
野
県
科
学
振
興
会

宮

0
2
6
2
⑮
4
3
3
4

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
県
内
の

科
学
技
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
科
学
研
究
費
助
成
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
・
:
以
内
で
科
学
へ
自
然
科
学

に
似
る
)
の
研
究
を
し
て
い
る
個
人

ま
た
は
団
体
。
た
だ
し
、
研
究
が
す

で
に
完
成
し
て
い
る
も
の
、
研
究
が

完
成
し
そ
の
実
用
化
ま
た
は
企
業
化

だえつー (9)一一一昭和58年 2月1日 広報

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
川
怖
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
竹
内
喜
徳
栂

(岩
門
)

花
し
よ
う

ぷ
三
十
株
上
回
公
園
美
化
に

マ
鈴
弁
四
郎
織

(東
京
都
渋
谷
区
)

ブ
ロ
ン
ズ
像
一
法
、
視
聴
覚
関
係
、
動

物
飼
育
小
屋
城
下
小
学
校
へ

マ
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
梯
み

か
ん
六
十
箱
社
会
一
福
祉
施
設
へ

マ
近
藤
栄
一
一
様
、
近
藤
栄
ニ
様

(中
央

四
)

一

万
二
千
六
百
九
十
八
円
社

年
阪
を
超
え
る
こ

t
は
で
き
ま
せ
ん
。

命
闘
T
守
的

-
a
g
R
舗
局
四

;
u
b
M
F
e
b別
調
桜
中
山
田

h
B
η
u
e自
《

戸

規

制

伊

削

剛

悶

L
E

に
要
す
る
賞
用
に
あ
て
よ
う
と
す
る

も
の
は
除
き
ま
す

交
付
部
門

助
成
金
は
、
次
の
三
部
門

に
区
別
し
て
交
付
し
ま
す
。

マ
第
一
部

l
一
般
(
第
二

・
三
部
以
外
)

マ
第
二
部

1
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学

校
の
教
員

マ
第
三
部

l
大
学
、

研
究
所
な
ど
の
専

門
研
究
者
(
大
学
の
講
師
以
上
及
び

学
生
を
除
く
)

申
請
期
限
・
・
・
四
月
三
十
日

ω

申
請
方
法
:
・
申
請
書
な
ど
(
用
紙
は
市

役
所
商
工
謀
に
あ
り
ま
す
)
を
長
野

県
科
学
振
興
会
長
あ
て
に
、
商
工
謀

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
:
特
許
権
、
実
用
新
案
権
な
ど

の
取
得
を
予
定
す
る
人
は
、
事
前
に

会
福
祉
基
金
の
陪
立
金
と
し
て

マ
原
町
一
丁
目
商
庖
会
棟

一
万
八
千

九
百
四
同
社
会
福
祉
基
金
の
柑
立
金

と
し
て

マ
ち
ど
り
会
樟
七
千
七
百
二
十
四
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
樟

五
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て

マ
鳥
清
横

一
万
四
千
三
百
五
十
一

円

杜
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
医
療
法
人
慈
善
会
安
藤
病
院
理
事
長

ほ
か
職
員
一
同
樟

二
万
八
千
百
三
十

円

社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

三
万
円
社
会
福
祉
基
金

の
積
立
金
と
し
て

いそ
。の

手
続
き
を
し
て
お

て

き

入
学
・
就
職
シ
ー
ズ
ン

の
郵
便
利
用

ー
書
留
・
速
達
が
便
利

l

一
一
月
は
、
入
学
や
就
職
に
関
す
る
重

要
な
郵
便
物
を
お
出
し
に
な
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
郵
便
物

は
、
目
的
に
よ
り
書
留
や
速
達
に
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
郵
便
で
現
金
を
送
る
と
き
は
、

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
郵
便

局
で
販
売
し
て
い
る
現
金
封
筒
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
こ
の
現
金
封
筒
に
は
、

現
金
の
ほ
か
願
書
や
通
信
文
な
ど
も
同

封
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
書
留
を
利
用
し
ま
す
と
・
.. 

郵
便
物
の
引
き
受
け
か
ら
配
達
ま
で

の
全
過
程
を
記
録
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

万
一
、
そ
の
郵
便
物
が
取
扱
中
に
亡
失

し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
差
出
時
に
郵

便
局
の
窓
口
で
お
申
し
出
に
な

っ
た
金

額
(
現
金
は
二
十
万
円
、
現
金
以
外
の

も
の
は
二
百
万
円
ま
で
)
の
範
囲
内
で

賠
償
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
お
申
し
出
が
あ
り
ま
せ

ん
と
、
賠
償
額
は
一
万
円
以
内
と
な
り

ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
速
達
を
利
用
し
ま
す
と
・
.

普
通
扱
い
の
郵
便
物
に
優
先
し
て
輸

送
や
配
達
を
し
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の

郵
便
物
に
最
適
で
す
。

な
お
、
配
達
局
か
ら
遠
い

地
城
な
ど

地
域
に
よ

っ
て
は
、
速
達
郵
便
物
と
し

て
配
達
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

4
月
入
校
の

職
業
訓
練
生
を
募
集

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校

宮

0
4
2
3
⑪
1
4
1
1
1
3

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
(
東

京
都
小
平
市
)
で
は
、
職
業
自
立
を
望

む
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

四
月
入
校
の
職
業
訓
練
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
①
障
害
部
位
が
固
定
し
た

身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、
訓
練
終

了
後
、
就
職
を
希
望
す
る
人
②
伝

染
性
疾
患
、
重
度
視
力
障
害
、
精
神

に
障
害
な
ど
が
な
く
、
訓
練
及
び
日

常
生
活
が
自
力
で
で
き
る
人

訓
練
科
目
・
定
員
・
:
紳
士
服
縫
製
科
十

五
名
、
洋
裁
科
十
五
名
、
ミ
シ
ン
縫

製
科
十
名
、
和
裁
科
十
五
名
、
編
物

科
十
名
、
製
く
つ
科
二
十
名
、
か
わ

製
品
製
作
科
十
名
、
工
業
彫
刻
科
十

五
名
、
機
械
製
図
科
十
五
名
、
ト
レ

ー
ス
科
十
五
名
、
時
計
科
十
名
、
木

工
科
十
名
、
義
肢
装
具
科
十
名
、
品
叱

装
科
二
十
名
、
事
務
科
十
五
名
、
和

文
タ
イ
プ
製
版
科
十
名
、
写
ド
共
同
制
字

科
十
名

募
集
期
限
:
・
二
月
十
七
日
附

応
募
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
上

回
公
共
職
業
安
定
所
(
宮
⑫
6
3
6

3
)
 

選
考
日
:
・
二
月
二
十
四
日
附
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時

選
考
場
所
・
・
・
東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓

練
校

選
考
方
法
:
・
身
体
検
堂
、
機
能
検
査、

適
性
検
査
、
面
接
を
行
い
ま
す
。
筆

記
用
具
、
昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ソ
連
抑
留
者
の

届
け
出
を

全
国
抑
留
者
補
償
協
議
会
で
は
、
終

戦
後
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
、
強
制
労
働
に

従
事
し
帰
還
し
た
方
の
補
償
要
求
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
人
及
び
遺
族

の
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
;
・
事
務
局
へ
電
話
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

申
込
先
:
・
市
内
諏
訪
形
二
六

四

竹

内

保
雄
き
ん
(
宮
⑫
5
8
9
3
)

申
込
期
限
・
:
二
月
二
十
八
日
開
ま
で



2月の法律相談日

市では、毎月第 2 ・4金輔自の午

後 1時30分から 3時30分まで法律相

談を 聞いています。

御希望の方は 、市民相談室(宮⑫

4100・内線301・303)に電話予約を

お願いします。秘密は固 く守り、相

談は無料ですので、お気軽に御相談

くださし、。

2月の相談臼は、次のとおりてす。

と き・・.2月10日(ホ)、 25日倒

(第 2金松 日の11日は、径回記念
の自のために10日に変更します。)

ところ・・・市役所 3階第二応接室

担当弁護士一・岩崎 功先生(10日)

佐藤芳嗣先生 (25日)

だ 昭和58年 2月1日一一一一側一えつ

(
十
二
月
三
十
一

日
現
在
)

広報

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

星
野
一
郎
さ
ん

浜
村
と
み
チ
さ
ん

(
常
磐
峨
三
丁
目
)
諏
訪
部

花
阿
倍
之
介
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)
鍛
冶
町

林

義

巳

さ

ん

奈

良

尾

字
野
ひ
ろ
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

本
間
安
雄
さ

ん

鈴

子

山
浦
も
と
ひ
さ
ん

同

A
M
m
同

m
'
t
f
i
'
a
H
JV

)11 

辺
町

f

レム
掛
吊
岡
山

七
四

(
中
央
四
丁
目
)

竹
内
す
み
よ
さ
ん

堀
内
喜
勲
さ
ん

宮
下
丈
子
さ
ん

石
倉
義
七
さ
ん

(中
央
東
)

上
川
原
柳
町

丸
山
弥
六
さ
ん

(
緑
が
丘

一
丁
目
)
新

屋

太
田
高
子
さ
ん

(中
央
五
丁
目
)

下
房
山

大
沢
マ
イ
さ
ん

(
中
央
北
三
丁
目
)
新

回

大

原

貞

治

さ

ん

上

川
原
柳
町

内
藤
宗
一
さ
ん

岡

戸
島
定
利
さ
ん

(常
国
二
丁
目
)

細
田
つ
る
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

宮
島
邦
人
さ
ん

村
田
久
寿
さ
ん

描
例
キ
小
レ
L
持
リ
，
ノ

々
C
Jん

丸
堀
町

仁
古
因

不
小
島

上

手

七
1L 六 O

下
常
田

八
六

七
二

上 中
岡 室 常

tt回

八
四

ゆ叫.... 、- 、d'骨、..，..、........ 色岬、..... 帯、..... 号、........ 、....... 叫M句、-.....骨・4ν.、骨同‘

2月の登記等法律相談日

毎月第 2木曜日の午後 1時から 4

時まで登記等法律相談を聞いていま

す。秘密・は固く守られますので、お

気軽に御相談ください。

2月の相談日は、次のとおりです。

と き・・・2月10日(本)

とニろ-一市役所市民相談室

(西庁舎 2階)

アドバイザー・一司法書士、土地家屋

調査士の方が、御相談に応

じます。

五六八九

一九ハー

小
宮
山
千
代
さ
ん

小
山
ふ
ゆ
志
さ
ん

松
尾
一
栄
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

小
林
も
と
さ
ん

(中
央
五
丁
目
)

上
房
山

伊
藤
ス
イ
さ
ん

(中

央

三

丁

目

)

原

町

北
村
辰

雄

さ

ん

下

小

島

中

村

ま

っ

さ

ん

舞

田

井

出

は

つ

じ

さ

ん

秋

和

柳
沢
菊
治

さ

ん

上

室

釘

小

笠

原

保

さ

ん

下

吉

田

宮

沢

や

よ

い

さ

ん

西

前

山

篠
原
九
十
九
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)

材
木
町

田
中
玉

枝

さ

ん

伊

勢

山

星
野
栄
義
さ
ん

(
中
央
西
一
了
目
)
北
大
手

伊

藤

よ

ろ

づ

き

ん

奈

良

尾

小
'
仙
叫
詳
出
量
、
J
ん

手

T

h

塚

中蛇

五
O

ノ、
九

五
六

八
五

六
九

四
五

七
八

八
八

七
六

八
六

組沢

八八
四 O

六
六

八
五

九四八八八八八
一八五三 四 一 四

ハ
四

ハ一二

七八 七
八七 五

~ 

2月の行政相談日

毎月第 2月曜日 の午前10時か ら午

後 3時まで行政相談を行っています。

お気軽に御相談ください。

2月の相談日は、次のとおりです。

と き一.2月14日(}j)

ところ・ーユニー上回庖

日常の中で相談がありましたら、

次の行政相談委員さんへ御相談くだ

さし、。

清水直彦さん(森) ft@8224 
宮下深禅さん(下之郷) 宮⑮3029

松 川 隆さん(上吉田) 宮⑫ 4715

鋒域直巳さん(南天神町)ft⑫6176

横

町

七
i¥. 

西
沢
要
晴
き
ん

藤
沢
健
一
さ
ん

押
鐘
雄
二
郎
さ
ん

酒
井
博
男
さ
ん

古
海
チ
ヨ
さ
ん

関
田
好
人
さ
ん

手

塚

恵

さ

ん

細
田
忠
義
き
ん

(
常
国
二
丁
目
)

池
上
美
子
さ
ん

(
踏
入
二
丁
目
)

芦
田
福
蔵
さ
ん

遠
藤
三
代
蔵
さ
ん

(
緑
が
丘
一

丁
目
)

新

屋

佐

藤

江

利

子

さ

ん

上

塩

尻

甲
固
ま
ち
さ
ん

(中
央
一
丁
目
)

箔
狩
治
郎
き
ん

(常
入
一
丁
目
)

丸
山
森
太
郎
さ
ん

へ
4
人
毛
T

『

T
J
阿

国

)

八
六

(中
央
二
丁
目
)

保
屋
野
光
子
さ
ん

(中
央
西
二
丁
目
)
下
紺
屋
町

横
関
悌
吉
さ
ん

(
緑
が
丘
一

丁
目
)
緑
が
丘

江

口

恵

さ

ん

(
常
磐
城
五
丁
目
)
城

北

花

村

米

治

さ

ん

秋

和

林

茂

敏

き

ん

平

井

寺

新
井
た
か
さ
ん

(
繰
が
丘
一
丁
目
)

新

屋

中
島
ケ
サ

ヨ
シ

さ

ん

秋

和

背
掛
政
子

さ

ん

下

塩

尻

上

原

三

男

さ

ん

五

加

水

野

も

と

子

さ

ん

小

泉

臼
田
一
雄
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)

横

町

前

島

祐

一

さ

ん

八

木

沢

村
山
さ
き
き
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
新

屋

滝

沢

太

市

郎

さ

ん

金

問

寺

上
室
賀

矢

沢
下
青
木

舞

田
神

畑

柳

沢
下
本
郷

七
一

。
八
五

六
五

七
一

四
七

五
五

ノ、六八 四
五八六

中
常
国

七

七七 七八 八
五五四七 O

踏

入

大
久
保

七
九

九
一

七
00  
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町
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